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1. 諸言 ディスコティック液晶性を有する有機半導体の C6PcH2 (図

1) は分子が積層したカラム構造を形成し、カラム軸方向への高いキ

ャリア移動度を示すことが報告されている[1]。C6PcH2 を用いた薄膜

太陽電池素子は 4.2%の変換効率を示すが[2]、薄膜中における C6PcH2

の配向秩序の制御について検討されていない。本研究では、空気界面

が無い状態においてディスコティック液晶がホメオトロピック配向

する性質に着目し、C6PcH2のホメオトロピック配向を試み、その分

子配向状態および光電変換特性を調べた。 

2. 実験 ガラス基板上に約 400 nm の C6PcH2薄膜および約 160 nm の poly(vinylphenol) (PVP)薄膜

の積層構造をスピンコート法により作製し、C6PcH2の等方相温度 175 ºC まで加熱後、降温速度

10 ºC/min で室温まで冷却した。SPring-8 内の BL19B2(2017B1745)および BL46XU(2016A1776)に

おける微小角入射広角X線散乱(GIWAXS)法による測定により薄膜中の分子配向方向を評価した。 

3. 結果 図 2 にホメオトロピック配向薄膜作製過程における X 線回折像およびその分子配向の模

式図を示す。スピンコート薄膜中において C6PcH2はプラナー配向するのに対し、液晶相温度 165 

ºC においてホメオトロピック配向となった。また、室温まで冷却し結晶相状態になってもホメオ

トロピック配向を維持することを明らかにし、ホメオトロピック配向薄膜の作製に成功した。作

製した配向薄膜のキャリア輸送特性および光電変換特性の詳細は当日発表する。 
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Fig. 2 XRD patterns and Schematic diagrams of the C6PcH2 thin film covered with a PVP layer. 
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